
 

 

  令和 6（2024）年度  令和 11（2029）年度 計画期間 

と

～誰も自殺に追い込まれることのない

社会の実現を目指す～

概 要 版

令和６（2024）年３月 



 

基 本 的 な 方 針  

重 点 施 策 （ 評 価 指 標 お よ び 目 標 値 ）  基 本 認 識  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 市民のこころの健康づくりを進める 

評価指標：市民向けの講演会の開催回数 

現状値（令和４年度） 目標値（令和10年度） 
年２回 年２回以上 

 

２ 市民一人ひとりの気づきと見守りを促す 

評価指標： 関する
 

現状値（令和４年度） 目標値（令和10年度） 
75.9％ 80.0％ 

※市民意識調査   

３ 社会的な取組で自殺を防ぐ 

評価指標：高槻市自殺対策計画推進本部会議 
     及び高槻市自殺対策連絡協議会の 
     開催 

現状値（令和４年度） 目標値（令和10年度） 
毎年度実施 毎年度実施 

 
４ 

評価指標：ゲートキーパー養成研修の受講者 

現状値（令和４年度） 目標値（令和10年度） 

7,069人 9,500人 
※平成20（2008）年度以降の延べ受講者数  

 
５ 適切な精神科医療を受けられるようにする 

評価指標： 医師
 

現状値（令和４年度） 目標値（令和10年度） 
105回 105回以上 

 

６ 自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ 

評価指標： 未遂者
 

現状値（令和４年度） 目標値（令和10年度） 

月１回 月１回以上 

 
７ 遺された人の支援を充実する 

評価指標：自死遺族に関する研修会等への 
参加 

現状値（令和４年度） 目標値（令和10年度） 
毎年度参加 毎年度参加 

 

 
８ 

評価指標：高槻市自殺対策計画推進本部会議 
     及び高槻市自殺対策連絡協議会の 
         開催 

現状値（令和４年度） 目標値（令和10年度） 

毎年度実施 毎年度実施 

 
９ 子ども・若者の自殺対策を推進する 

評価指標：子ども・若者（18～39歳以下）の
自殺に関する相談機関を知っている
人の割合 

現状値（令和４年度） 目標値（令和10年度） 

84.3％ 90.0％ 
  ※市民意識調査   

 

１ 自殺はその多くが追い込まれた末の死である 

２ 自殺は大きな社会問題であり、あらゆる主体が連携し、市全体で対策を推進する 

生きることの包括的な支援として取り組
む 

自殺はその多くが追い込まれた末の死であり、
その多くが防ぐことができる社会的な問題です。
生きることの包括的な支援として、社会全体の自
殺リスクを低下させ、生活を守る施策を展開しま
す。 

生きることの包括的な支援として 
取り組む 

基本方針 １ 

市民がこころの健康問題の重要性を認識し、自
らのこころの不調や周囲の人の自殺のサインに適
切に対処できるよう、こころの健康づくりに取り
組みます。 

一人ひとりの問題として取り組む 

基本方針 ２ 

自殺は様々な要因が背景にあり、制度、慣行の
見直しや相談・支援体制の整備などの社会的な取
組により防ぐことが可能です。また、自殺に至る
悩みに、専門家や医療の支援が適切に介入できる
よう取り組みます。 

社会的要因を踏まえて取り組む 

基本方針 ３ 

自殺対策は、こころの健康の保持や正しい知識
の普及啓発などの「事前対応」、直面している自
殺発生の危機に介入し自殺を発生させない「自殺
発生の危機対応」、自殺が生じた場合に遺族等へ
の支援を行い周囲に与える影響を最小限にとどめ
る「事後対応」と、３つの段階ごとに効果的な施
策を講じます。 

事前対応、危機対応、事後対応ごとに 
取り組む 

基本方針 ４ 

市内の自殺の状況を踏まえ、自殺の原因・動機
など自殺の実態に基づき中長期的な効果を見据え
た視点に立って継続的に実施します。 

自殺の実態に基づき継続的に取り組む 

基本方針 ５ 

自殺防止のため、精神保健的な視点だけでな
く、社会・経済的な視点を含む包括的な取組が
重要であり、生活困窮や孤立、子ども支援とい
った各種施策との連携を図りながら取組を進め
ます。 

関連施策との有機的な連携を強化して 
総合的に取り組む 

基本方針 ６ 

「誰も自殺に追い込まれることのない社会」を
実現するため、関係機関・団体、企業等が連携・
協働して自殺対策を総合的に推進します。特に、
大阪府とは円滑な取り組みができるよう協力し緊
密な連携体制を構築します。 

関係機関・団体等との連携・協働を 
推進する 

基本方針 ７ 

計画の数値目標

自殺死亡率（人口10万人当たりの自殺者数） 
現状値（ ） 目標値（ ） 

１３．７ １２．０以下 

 

基本理念 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の目標３ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の目標 11 



 
計 画 の 推 進 と 評 価  

第２次高槻市自殺対策計画 概要版 令和６(2024)年３月 

編集・発行： 高槻市 健康福祉部 保健所 保健予防課  〒５６９－００５２ 高槻市城東町５番７号 
電話：０７２－６６１－９３３２    FAX：０７２－６６１－１８００ 

高 槻 市 に お け る 自 殺 の 状 況  

本計画は、「高槻市自殺対策連絡協議会」及び「高槻市自殺対策計画推進本部会議」を中心に、

行政、地域、関係機関・団体が連携しながら、各種の取組を推進します。 

 

【高槻市における自殺者数の年次推移】 

【自殺死亡率（人口 10万人当たりの自殺者数）の年次推移（全国・大阪府との比較）】 

出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」より高槻市が作成 

出典：厚生労働省「人口動態統計」より高槻市が作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 民 

高槻市自殺対策計画推進本部会議 

（庁内関係部署） 

行 政 

高槻市自殺対策連絡協議会 

教育 
福祉 

医療 
保健 法律 鉄道 

消防 

警察 
地域 

労働 

関係機関等 

情報共有・協議 


